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シアトル近郊ベルビュー市のソフトウェア開発会社UIEvolu-

tion社（2004年にスクエア・エニックス社に吸収合併）のCEO中

島聡氏は、知る人ぞ知る人物である。

彼はマイクロソフト在籍中の14年間に、Windows 95、Inter-

net Explorer 3.0、4.0、WindowsのシェルとIEを合体させた

Windows 98の開発で決定的な功績を挙げた（その結果独占禁

止法で訴えられるという事件も後々発生するが）人物だ。その

後、シアトルでベンチャーキャピタル会社 Ignition Partnersを

設立、さらにソフト会社のUIEを2000年に起業した。ちなみに

中島氏は、大学卒業直後のマイクロソフト入社前に、1年間ほど

NTTの武蔵野通信研究所に勤務した経歴がある。私自身も、

NTT入社後10年ほど横須賀通信研究所に勤務していた時期が

あるが、勤務地が違ったせいか残念ながらお目にかかった記憶

は無い。

3年ほど前ベルビューのUIE社に彼を訪ねたことがある。緑

多い静かな公園の一角の事務所は自由な雰囲気が満ち溢れて

いた。実は彼の存在を知ったきっかけは仕事ではなく、毎週土

曜日の日本語補習学校の父兄会であった。実際に直接話をうか

がうと彼は私のような凡才ではなく、事業センスと技術センスを

兼ね備えたとんでもない天才であることにすぐに気がついた。

その彼が当時日本で爆発的に普及しつつあったドコモのi-mode

サービスとそのビジネスモデルを高く評価していたのを思い出

す。中島氏は、無線通信の本質は人々を結びつける力そのも

の、コミュニケーションそのものであり、これこそがキラーアプ

リである、といっていた。まさに慧眼である。

もう一人紹介しよう。ワイヤレスサービス社のCEOであり、シ

アトル近郊のケータイキャリア向けシステムソフト開発会社であ

るスプロキットワイヤレス社や、その他複数の企業をリードする

Steve Wood氏である。彼はスタンフォードの卒業生で、ビルゲ

イツ氏らと共にマイクロソフト創業時のコアメンバーの一人。

後々ATTワイヤレス社によって買収されたマッコーセルラ社の

ボードメンバーも長年務めた。Wood氏は事業家としては既に充

分な成功を収めた人物であるが、更に次のステップを求めて日

夜奔走している。

2年ほど前に一度彼に面会したことがある。当時彼は、米国

で無線データ通信が遅々として進まないことに大変フラストレー

ションを感じていた。マイクロソフト時代に経験した自由闊達な

PCビジネスに比べ、周波数割り当てや標準化で政府の規制が

強すぎること、特にFCCが以前実施した周波数オークションは

最悪だった、と述べていた。

ここに紹介した2名は、シアトル近郊で活躍する多くのマイク

ロソフト卒業生のごく一握りに過ぎない。こういった卒業生は、

米国の西海岸やハイテク企業が多く税金の低いテキサス近辺に

広く偏在し、最近は無線LANやコンピュータソフト、次世代イン

ターネット等の事業化に躍起になっている。限られた大企業に

リソースが集中する日本と違い、IT産業全体の裾野が広いの

だ。それはプロ野球とMLBの違いに近い。

私自身マイクロソフト内部で働いた経験こそ無いが、打ち合

わせやマイクロソフトに勤務する友人と面会するために、シアト

ル郊外のレッドモンド市のMS本社キャンパスに時々顔を出し

た。キャンパス内の社員向け食堂で友人と一緒にランチしたこ

とがある。そこは中華料理や日本料理はいうまでもなく、インド

料理やマレーシア料理のメニューも豊富にそろっており、まるで

インターナショナルな空間だった。

朝の通勤時間にMS本社キャンパスに通じるインターステート

ハイウェイI-520号線をドライブすると、ポルシェやBMWといっ

た高級スポーツカーがびゅんびゅん飛ばしてキャンパスに次々

に吸い込まれていく光景は圧巻である。一度キャンパス構内の

道路の一時停止（STOP）標識板に、“AOL”と手書きで悪戯書き

されているのを見つけたときは、ハンドルを握りながら思わず大

笑いした。

マイクロソフト社の強さは、国籍や生い立ちを問わず、中島氏

のような才能を世界中から引き寄せる求心力、それを受け止め

ることの出来る包容力と国際性にあると思う。形だけのグロー

バル化を追い求めることの多い日本企業にとってはまだまだ先

の話のようだ。
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